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1. 大見出し［ゴシック/Arial 9pt］
1-1 中見出し［ゴシック/Arial 9pt］
原稿用紙はA4判の白紙に上下各2cm，左右各1.5cmの空白をとってください．

表題は12ポイント（4.5mm）の文字を使用し，1ページ目の上中央に邦文（ゴシック/Arial）・英文(Times New Roman)の順にお書きください．1ページ目左上端には，後日事務局にて講演番号を貼り込みますので，空白としてください．
邦文氏名は明朝体11ポイントの文字を使用し，氏名の右に所属を丸かっこで囲んで略記してください．連名の場合には講演発表者の前に○印をつけてください．英文氏名および所属は，Times New Roman 10ptの文字を，Abstract, キーワードもTimes New Roman 10ptの文字を使用してください．
1-2 本文
本文は原則として明朝体（あるいはTimes New Roman）9ポイントの文字を使用してください．文章は2段組とし，中央に1cmの空白を設けてください．

1段26字，一列60行となるように，文字間隔ならびに行間隔を設定してください．（1ページ約3120文字）

本文で文献を引用する時は，文章の右肩に小括弧を付した番号を記入してください(1)．文献は末尾にまとめてください．

2. 図表
図表のタイトルならびに説明は英文（図表内を含む）で記載してください（例を参照）．図表は縮小しすぎると文字が読みにくくなりますので，ご注意ください．
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3. 枚数
原稿枚数はA4版用紙2枚としてください．
4. 原稿提出方法

講演論文原稿はPDFファイルに変換して，「講演申込ページ」から投稿してください．

· 変換されたPDFファイルに関しては，以下の点をご確認ください．
· 環境依存の文字化け等を防ぐため，PDFファイルにフォントを埋め込めこんで下さい．送付前に確認サイト等(http://pdf.printjapan.com/)で確認してください．
· 図表等が十分な品質となるように留意ください．必ず印刷して図の解像度などをご確認下さい．
· ファイルのサイズは2MB以内にしてください．
· 空白ページ等余分なページを付けないようにしてください．
本大会は，人の生命・生活を維持・向上させるための，生命関連分野， リハビリテーション・生活支援分野，生体計測・制御分野等における技術研究開発， 利用技術に関する講演・発表をもって，社会貢献を図ることを目的とします． また，上記分野等における研究開発者，利用者たちの相互交流を通じて， 分野横断的な技術の融合を促進する場を提供します． さらに，学術・研究機関のみならず， 臨床機関や企業からの参加者会合を促進することによって， 相互研鑽の場を設けることにより， 参加者が社会に根付く医工学機器の研究開発に向かうべく技術意識の高揚を目指します．
本大会が取り扱う主な分野は下記の通りです．

・福祉・リハビリテーション応用

移動支援機器・歩行支援機器・車いす・義肢装具・いす・福祉車両・福祉ロボット・パワーアシスト・ 福祉用具の設計・福祉リハビリテーション機器など

・生活支援

介護支援・在宅医療支援・訓練支援・就労支援・移動支援・感覚代行・コミュニケーション支援・ 情報支援・遊具・スポーツ・バリアフリー化・福祉建築・育児支援・生活支援技術一般など

・生命支援

臨床検査・診断支援・治療支援・手術支援・人工臓器・再生医療・医用材料・救急医療・細胞工学・ 生命支援一般

・生体計測・制御, 要素技術

生体計測・運動計測・画像処理・センサ・生体制御・電気刺激・アクチュエータ・ロボティクス・ バイオメカニクス等

・基盤技術

安全性評価・福祉デザイン・環境評価・研究者倫理・実験倫理・標準化等

参考文献
(1) 著者名１, 著者名２, 論文タイトル, 論文誌名, vol. xx, no. xx, pp. xxx-xxx, 2009.
［ゴシック/Arial 12pt］［間隔1行＋空白0.5行］
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